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（旧）山中　清恵
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（旧）土屋　孝一

17 教育庁保健体育課 課長 德永　恵美
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 第84回国民スポーツ大会・第29回全国障害者スポーツ大会島根県準備委員会 

第６回総務企画専門委員会 次第 

 

日時：令和５年９月４日(月) 10：00～11：30 

場所：サンラポーむらくも 彩雲の間 

 

１ 開  会   

 

 

 

２ 報  告 

（１）これまでの大会準備経過  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P ３ 

 

（２）第84回国民スポーツ大会・第29回全国障害者スポーツ大会 

島根県準備委員会決定事項  ・・・・・・・・・・・・・・・・・  P ５ 

  

（３）広報の取組状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P ６ 

 

 

 

３ 議  事 

（１） 第84回国民スポーツ大会・第29回全国障害者スポーツ大会開催基本構想の策定 

について（案）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P１０ 

 

（２） 第29回全国障害者スポーツ大会県及び会場地市町村の業務分担・ 

経費負担基本方針（案）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P１３ 

 

 

４ その他 

 

 

 

５ 閉  会 

 

 

 

 

 

 

次回開催予定  日時：令和５年12月頃 
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内　　　　　　容

平成30年 9月3日 　（公財）島根県体育協会が理事会・臨時評議員会で、第84回
（2029年）国民体育大会招致を決議

9月10日 （公財）島根県体育協会が、第84回（2029年）国民体育大会招
致に関する要望書を、（公財）島根県障害者スポーツ協会が第29
回（2029年）全国障害者スポーツ大会招致要望書を、それぞれ
県、県議会、県教育委員会に提出

9月26日 県議会が「第84回国民体育大会及び第29回全国障害者スポーツ
大会の招致に関する決議」を全会一致で可決

10月25日 知事が県議会全員協議会において、両大会を2029年に招致する
ことを表明

11月7日
11月8日

県、（公財）島根県体育協会、県教育委員会が連名で、開催要
望書を（公財）日本スポーツ協会と文部科学省に提出

12月13日 （公財）日本スポーツ協会国体委員会において、第84回（2029
年）国民体育大会の島根県開催が了承

平成31年 1月16日 （公財）日本スポーツ協会理事会において、第84回（2029年）
国民体育大会の島根県開催が内々定

令和元年 10月1日 島根県国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会検討懇話会
を設置、３回にわたり会議を開催

令和2年 6月3日 島根県国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会検討懇話会
の提言書を岸本強座長より知事に提出

9月25日 公益財団法人日本スポーツ協会、公益財団法人日本障がい者ス
ポーツ協会、文部科学省・スポーツ庁及び鹿児島県の４者が鹿児
島国体及び鹿児島大会を令和５年に開催することを決定し、これ
により本県で開催予定の第84回国民スポーツ大会及び第29回全国
障害者スポーツ大会を令和12年に１年延期することが決定

10月2日 第84回国民スポーツ大会・第29回全国障害者スポーツ大会島根
県準備委員会設立総会・第１回総会を開催

令和3年 3月22日 　準備委員会第１回常任委員会を開催

年　月　日

これまでの大会準備経過

報告事項１
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内　　　　　　容年　月　日

令和3年 7月13日
7月14日

令和３年度国スポ・障スポ県・市町村連絡会議をオンラインで
開催

7月29日 　準備委員会第１回総務企画専門委員会を開催

9月7日 　準備委員会第１回広報・機運醸成専門委員会を開催

10月7日 　準備委員会第２回総務企画専門委員会を開催

10月12日 　準備委員会第２回常任委員会を開催

令和4年 2月16日 　準備委員会愛称・スローガン選定部会を開催

3月7日 　準備委員会第２回広報・機運醸成専門委員会を開催

3月11日 　準備委員会第３回総務企画専門委員会を開催

3月11日 　準備委員会第１回競技運営専門委員会を開催

3月16日 　準備委員会第２回総会を開催

8月30日 　令和４年度国スポ・障スポ県・市町村連絡会議を開催

10月20日 　準備委員会第３回広報・機運醸成専門委員会を開催

12月7日 　準備委員会第４回総務企画専門委員会を開催

12月16日 　準備委員会第３回総会を開催

令和5年 1月17日 　準備委員会第２回競技運営専門委員会を開催

2月17日 　準備委員会第５回総務企画専門委員会を開催（書面開催）

3月9日 　準備委員会第３回常任委員会を開催（書面開催）

7月11日 　準備委員会第１回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催

7月14日 　準備委員会第４回総会を開催（書面開催）

7月27日 　準備委員会第１回広報・地域づくり専門委員会を開催
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第84回国民スポーツ大会・第29回全国障害者スポーツ大会 

島根県準備委員会決定事項 

 

 

〇第３回常任委員会（令和５年３月９日）【別冊資料（P1～）参照】 

（※第５回総務企画専門委員会審議事項） 

・専門委員会規定の改正（※） 

・開催準備総合計画の改正（※） 

・大会競技運営基本方針 

・大会実施競技選択基本方針 

・公開競技実施基本方針 

・デモンストレーションスポーツ実施基本方針 

・大会審判員・要資格運営員養成計画 

・大会競技用具整備基本方針 

・関係規定等の一部変更（※） 

 

○第４回総会（令和５年７月14日）【別冊資料（P22～）参照】 

・令和４年度事業報告 

・令和４年度収支補正予算（第2号）会長専決処分 

・令和４年度収支決算 

・令和５年度暫定収支予算会長専決処分 

・令和５年度事業計画 

・令和５年度収支予算 

 

 

報告事項２ 
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 報告事項３ 

広報の取組状況（第４回総務企画専門委員会以降） 

 
 広報物・広報媒体 内容等 

１ 第４回総会でのロゴデザインの報告 

https://youtu.be/duxNI2tVFFA 

（Youtube「しまねっこ CH」へアップ済） 

【実施日・会場】 

12 月 16 日・くにびきメッセ 

【内容】 

① 動画を用いた発表 

※スサノオマジックホームゲーム 

において、４面ビジョンＣＭ時間に

放映 

② 広報グッズの配布 

・エコバッグ 

・クリアファイル 

２ 山陰中央新聞 新春紙面広告 

 

【掲載日】１月１日 

※子ども（孫）を持つ親（祖父母）世代

をターゲットとし、新聞を読む時間、子

どもとのコミュニケーションの時間を

多くとれることを見込む。 

【紙面内容】 

15 段（カラー）。半分を家族のコミュニ

ケーションの中で、子供がスポーツを

「する」きっかけづくりに。半分を国ス

ポ正式・特別競技の会場地市町村の周知

に活用。 

３ 県立図書館展示（２F通路） 

 

【展示時期】 

令和５年２月２日～３月２日 

【展示内容】 

・“国スポ・全スポ”ロゴデザインポスタ

ー 

・国スポ正式・特別競技会場地市町村ポ

スター 

・栃木国体 競技写真 

・トップアスリート支援事業実施写真 

・前回大会写真 
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 報告事項３ 

 広報物・広報媒体 内容等 

４ もっとなるほど！吉田くんのしまねゼミ 

「はばたけ！若きアスリート」 

【放送日】 

令和５年２月６日 

【内容】 

島根かみあり国スポ・全スポで活躍を目

指す若きアスリートとして、２校の部活

動の取組を紹介 

・横田高校ホッケー部 

・松江清心養護学校ボッチャ部 

 

５ 島根県情報コーナーでの広報物配布 【配布時期】 

令和５年３月（1カ月間） 

【配布物】 

国スポ・全スポ紹介用パンフレット 

【配布場所】 

イオン松江・出雲の２店舗 

※親子世代をターゲット 

 

 

６ 日本スポーツ協会発行 

広報誌：ShimaSpo だより第 123 号 

 

【配布時期】 

令和５年３月 

【内容】 

・島根かみあり国スポ・全スポロゴデザ

インの決定報告 

・国スポ会場地市町村決定報告 

・トップアスリート派遣事業 R4 年実施

報告 
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 報告事項３ 

 広報物・広報媒体 内容等 

７ ファミリーフェスティバル（主催：山陰中

央新報社） 

 

【実施日】 

令和５年４月１日、２日 

【内容】 

島根県スポーツ協会の出展ブース前に

大会広報用バナーの展示、体力測定を実

施した子どもたちへ広報グッズを配布 

・クリアファイル 

・国スポ・全スポ紹介用パンフレット 

 

８ 第 48 回飯南町ぼたんまつり 

 

【実施日】 

令和５年５月 14 日 

【内容】 

ぼたんまつり会場にて大会広報用バナ

ーの展示、広報グッズを配布 

・クリアファイル 

・国スポ・全スポ紹介用パンフレット 

・国スポ・全スポ缶バッジ 

 

９ 国スポ正式競技・特別競技市町村マップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【配布時期】 

令和５年５月より送付 

 

【内容】 

国スポ正式競技・特別競技会場地市町村

を紹介するポスターを、市町村、小中学

校、大学、公民館、社会福祉協議会等、

各種団体宛にポスターを配布 
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 報告事項３ 

 広報物・広報媒体 内容等 

10 レクリエーションフェスティバル（県立体

育館：浜田市） 

 

【実施日】 

令和５年７月 29 日 

【内容】 

レクリエーションフェスティバル会場

にて大会広報用バナー、ポスター展示、

広報グッズを配布。 

・クリアファイル 

・国スポ・全スポ紹介用パンフレット 

・国スポ・全スポ缶バッジ 

※受付した子供たちへ配布 

 
 
 
 
●ロゴデザイン公共目的利用状況について 

 

 令和５年１月末よりロゴデザインの公共目的での利用申請の受付を開始 

 

使用許諾件数 ： １７件 

使用申請者  ： 市町村、各種競技団体 

使用内容   ： 名刺、大会プログラム、横断幕、ポロシャツ、広報誌等 
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審議事項１ 

第 84回国民スポーツ大会・第 29回全国障害者スポーツ大会 

開催基本構想の策定について（案） 
 
１ 策定目的 

  第 84 回国民スポーツ大会・第 29 回全国障害者スポーツ大会開催基本方針

（令和２年 10 月２日第 1回総会決定）に基づき、両大会の基本目標及び目標

達成に向けた主な取組を示すことで、開催準備を円滑に進めるため、「第 84 回

国民スポーツ大会・第 29 回全国障害者スポーツ大会開催基本構想」（以下、

「開催基本構想」という。）を策定し、開催に向けた機運醸成を図る。 

 

 

２ 策定の進め方 

（１）開催基本構想構成（案）を総務企画専門委員会にて審議する。 

（２）開催基本構想構成を基に、開催基本構想（案）を作成する。 

（３）開催基本構想（案）を総務企画専門委員会及び常任委員会で審議する。 

 

 

３ 開催基本構想 構成案の概要 

 

  別紙１参照 

 

 

４ 策定スケジュール（案） 

 ・R５年 12 月頃 第 7回総務企画専門委員会 

開催基本構想（案）について審議 

 ・R６年３月頃 第 4回常任委員会 

     開催基本構想の策定 
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（別紙１）

1

1 〇国スポの目的、開催競技内容

2 〇全スポの目的、開催競技内容

2

・

・

1 具体的な取組

構想の柱 取組項目 取組内容

スポーツに親しむ
環境づくり

〇県民が身近でスポーツに触れられる環境整備
〇地域コミュニティの維持・発展や健康増進につながる
　生涯スポーツの推進

スポーツの普及・
推進

〇地域や学校等との連携による、選手や指導者、スポーツ
　を支える人材の育成と受け皿づくり
〇地域住民に根ざした特色あるスポーツ文化の育成による
　地域づくり

共生社会の推進
〇障がいのある方も日常的にスポーツに親しむことが
　できる環境づくり

障がい者への理解
促進

〇全ての人がともにスポーツを楽しむ中で絆を育み、
　障がい者への理解を深めることができる社会づくり

環境負荷の低減
〇既存施設・隣県施設の活用や、リサイクル等による
　環境負荷の低減を考慮した施設整備

多様な人との協働
〇関係団体、企業、ボランティアなど多様な人との協働
　による効率的な大会運営

県民一人一人によ
るおもてなし

〇県民総参加による大会の盛り上げと、大会を通じて
　島根ファンを増やす来県者へのおもてなし

島根県の多様な魅
力の発信

〇島根が誇る自然、歴史、伝統芸能や伝統工芸などの
　文化・芸術の発信
〇島根ならではの食やサービスに触れられる機会づくり

3

環境に配慮し
たコンパクト
な大会
―――
開催基本方針
実施目標(4)

4

地域活性化に
つながる大会
―――
開催基本方針
実施目標(1)(5)

大会開催で目指すこと

レガシーとして地域に引き継ぐもの

第２章　島根県が目指す大会の開催基本構想の柱と取組の方向

1

スポーツを通
じて人と地域
をつくる大会
―――
開催基本方針
実施目標(2)(3)

2

ともに支え合
う社会を推進
する大会
―――
開催基本方針
実施目標(6)

島根県における大会開催の意義

第８４回国民スポーツ大会・第２９回全国障害者スポーツ大会
開催基本構想　構成案

第１章　島根かみあり国スポ・全スポの開催で目指すところ

大会の概要

国民スポーツ大会とは

全国障害者スポーツ大会とは

- 11 -



参考資料 

令和２年 1 0 月２日 

第 １ 回 総 会 決 定 

 

第８４回国民スポーツ大会・第２９回全国障害者スポーツ大会 

開催基本方針 
 

１ 基本方針  

  第８４回国民スポーツ大会及び第２９回全国障害者スポーツ大会は、スポーツを通じて

健康で心豊かな人と地域を創るとともに、本県が誇る自然、歴史、文化・芸術等を発信す

る絶好の機会であります。 

天皇杯・皇后杯の獲得を目指し、全ての県民一人一人がそれぞれの力を発揮しながら一

体となって取り組むことで、夢や希望、感動を生み、郷土愛や誇り、将来を担う子どもた

ちのふるさと意識の醸成を図ります。 

  

２ 実施目標 

（１） 県民一人一人によるおもてなし 

全国からの来県者をおもてなしの心でお迎えし、大会を通じて、島根県民の持つあ 

たたかい県民性に触れてもらうことにより、島根ファンを増やし、県の魅力を高め 

る大会とします。 

 

（２） スポーツに親しむ環境づくり 

大会の開催が、県民のスポーツに取り組むきっかけとなり、各地域のスポーツに触 

れられる環境を整備することによって、生涯を通じてスポーツに取り組む機会を増 

やし、地域のコミュニティの維持や発展、健康増進につなげる大会とします。 

 

（３） スポーツの普及・推進による地域づくり・人づくり 

地域や学校、地元企業等とも連携して、選手や指導者、スポーツを支える人材の育 

    成や受け皿づくりに取り組み、大会開催後においても成果が継続する、地域住民に 

    根ざした特色あるスポーツ文化の育成を通じた地域づくりや人づくりを目指す大会 

    とします。 

 

（４） 環境との共生や多様な人との協働によるコンパクトな大会運営 

既存施設や隣県施設を活用するほか、リサイクル等による環境負荷の低減や維持費

の削減を考慮した施設整備を行うとともに、関係団体、企業、ボランティアなど多

くの方々が世代や分野を越えて協力し合い、それぞれの強みを生かした官民協働に

よる効率的でコンパクトな大会とします。 

 

（５） 島根の魅力の情報発信等による産業振興 

大会の開催を通じて、島根が誇る自然、歴史、伝統芸能や伝統工芸などの文化・芸 

術、さらには島根ならではの食やサービスに触れてもらうことにより、開催後の来

訪につなげるとともに、スポーツ関連事業における起業や事業拡大など、経済波及

効果を高める大会とします。 

 

（６） ともに支え合う社会の推進 

障がい者が日常的にスポーツに親しむことができる環境を整え、皆でスポーツを楽 

しむことで人と人との絆を育み、障がい者への理解を深め、ともに支え合う社会を 

目指す大会とします。 
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第２９回全国障害者スポーツ大会 

県及び会場地市町村の業務分担・経費負担基本方針（案） 

 

 

第２９回全国障害者スポーツ大会の開催にあたり、県及び会場地市町村は、

次の基本方針に基づき業務を分担し、経費を負担するものとする。 

 

１ 県の業務及び負担する経費 

（１）全県的な業務の推進の基本となる計画の策定及び実施並びに当該計画

の推進に必要な総合調整、連絡及び助言に関する業務を担当し、その

経費を負担する。 

（２）開・閉会式の実施及び大会実施本部の運営等の全県的・総合的な大会

の準備及び運営に関する業務を担当し、その経費を負担する。 

 

２ 会場地市町村の業務及び負担する経費 

競技会場地の主催者として、競技会実施本部の運営に関する業務を担

当し、その経費を負担する。 

 

３ 業務分担及び経費負担の細目 

（１）業務分担の主な内容は、別表１のとおりとする。 

（２）経費負担の主な内容は、別表２のとおりとする。 

（３）この方針に定めのない事項で必要なものについては、県と会場地市町

村が協議の上、決定する。 

審議事項２ 
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区分  主な内容  県  市町村

開催準備計画の策定（県：全般、市町村：競技会） ○ ○

大会実施本部の設置・運営（係員の編成・養成を含む） ○

競技会実施本部の設置・運営（係員の編成・養成を含む） ○

大会実施本部員等必携の作成 ○

競技会実施本部員等必携の作成 ○

実施本部員、各種ボランティア等の服飾の整備 ○

行幸啓等 ○

会場地市町村における観光地及び物産等の紹介（任意） ○

案内、物品貸与、湯茶接待等の各種サービス施設の設置 ○

案内、物品貸与、湯茶接待等の各種サービス施設の運営・管理 ○

競技会場の仮設施設の整備、会場設営 ○

競技会場の管理・清掃美化 ○

競技実施要項の策定 ○

競技別実施要領の策定 ○

競技別プログラムの作成 ○

競技会の運営（開始式・表彰式・競技記録の報告を含む） ○

競技用具の整備 ○

競技役員等の養成及び編成 ○

各種広報媒体物・行事等における大会ＰＲ ○ ○

県民運動の推進 ○

市町村における県民運動の推進 ○

各種ボランティアの募集・養成・登録 ◎ ○

競技会場におけるボランティアの配置 ○

競技会場におけるボランティアへの指示・調整 ○

配宿計画の作成及び配宿の実施 ○

弁当の調達・斡旋 ◎ ○

弁当引換所の運営・管理 ○

医療救護計画の策定 ○

救護所等の運営・管理 ○

輸送計画の策定 ○

輸送の実施、駐車場の確保 ◎ ○

駐車場の管理・運営、交通整理の実施 ○

消防防災計画・警備計画の策定 ○

消防防災・警備の実施 ○

※ ◎が主務となり、市町村と県が協力して業務を行う

(別表１)

警備・消防

総務企画

施設整備

競技運営

広報  ・
県民運動

宿泊・衛生

輸送・交通
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区分  主な内容  県  市町村 備考

大会従事者の保険 ○

大会招待者に対する招待状の発送 ○ ※

ＩＤカードの作成 ○

実施本部員、各種ボランティア、大会関係者の服飾 ○

式典の企画・運営 ○

行幸啓等 ○

案内所の設置（看板・ブース等） ○

競技会場の仮設施設の整備、会場設営 ○

会場使用料 ○

トイレ・スロープ等仮設物の設置 ○ ※

音響設備、通信機器等の配備 ○ ※

会場装飾、看板、サイン表示 等 ○ ※

競技会実施本部員の旅費 ○ 先催県視察、宿泊も
含む

競技会実施本部員の人件費 ○ 各種手当（時間外手
当等）を含む

競技会実施本部員業務必携の作成･印刷 ○

実施本部の備品 ○ コピー機、ファクシ
ミリ等

実施本部の備品（上記以外）及び消耗品 ○ 筆記用具等

競技運営（競技運営主管団体への委託） ○

競技役員等の養成・編成 ○

競技用具の整備 ○

表彰物品の作成 ○

プログラムの印刷 ○ ※

市町村が出演依頼する開始式出演団体の旅費等 ※ 内容は競技団体等と
の調整が必要

印刷物・広報物品等の作成 ○ ※

広報イベントの開催 ○ ※

ボランティアの募集・養成（パンフレット作成、研修等） ○ ※

ボランティアの保険・弁当 ○

選手団等の配宿 ○

救護所の設置 ○

輸送・交通 計画バス等の運行 ○

※ 市町村の判断で行うもの（常設設備の整備、印刷物の作成等）は、当該市町村が負担する

宿泊・衛生

(別表２)

総務企画

施設整備

競技運営

広報　・
県民運動
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